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ニッポン アクティブライフ クラブ

11
月
15
日
と
16
日
の
両
日
、
標
記
行
事
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
日
目
は
、
ド
ー
ン
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に｢

発
表
の
場｣

と
し
て
、
７
階
で

芸
能
発
表
、
５
階
で
作
品
展
示
が
あ
り
、
大
阪

拠
点
は
作
品
展
示
の
部
に
、
絵
手
紙
同
好
会･

水
き
り
絵
同
好
会･

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
が
参

加
。
第
二
日
目
は
、｢

繋
が
り
の
場｣

と
し
て
神

戸
観
光･

京
都
観
光
も
実
施
さ
れ
る
中
、
大
阪

拠
点
は
大
阪
城
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
。
以
下
、
参

加
者
に
よ
る
ご
寄
稿
文
で
す
。

(

事
務
局)

安
部

滿
枝

ナ
ル
リ
ン
ピ
ッ
ク
第
一
日
目
の
11
月
15
日

(

金)

の
作
品
展
示
に
、｢

絵
手
紙｣

で
参
加
し
ま

し
た
。
同
好
会
会
員
10
名
の
方
々
の
作
品
が
60

枚
近
く
も
展
示
さ
れ
て
お
り
、
本
当
に
見
応
え

が
あ
り
ま
し
た
。
題
材
は
、
花
、
果
物
、
野
菜
、

可
愛
い
動
物
、
植
物
、
子
ど
も
達
、
祝
い
事
な

ど
、
身
近
な
も
の
で
、
色
ど
り
も
鮮
や
か
に
、

生
き
生
き
と
描
か
れ
、
言
葉
も
絵
を
引
き
立
て

て
お
り
、
迫
力
満
点
、
元
気
を
頂
き
ま
し
た
。

作
品
紹
介
カ
ー
ド
に
制
作
意
図
と
し
て
、

｢

一
筆
に
心
を
込
め
て
、
人
と
人
を
紡
い
で
い

ま
す｣

と
あ
り
、
心
に
し
み
ま
し
た
。

20
年
以
上
続
い
て
い
る
教
室
と
書
か
れ
て
お

り
、
驚
き
ま
し
た
。
長
き
に
わ
た
る
藤
井
さ
ん

の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

植
原

貞
子

私
た
ち
の
水
切
り
絵
同
好
会
は
、
ナ
ル
ク
設

立
30
周
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
第
１
回
ナ

ル
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
、
日
頃
制
作
し
た
作
品
を
展

示
し
ま
し
た
。

横
１
２
０
セ
ン
チ･

縦
１
８
０
セ
ン
チ
の
パ

ネ
ル
に
ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ
の
水
切
り
絵
を
配
置
し
、

一
枚
の
大
き
な
作
品
と
し
て
仕
上
げ
ま
し
た
。

上
半
分
に
は
、
ム
ー
ミ
ン
と
そ
の
仲
間
た
ち
を

水
切
り
絵
で
制
作
し
、
ム
ー
ミ
ン
の
世
界
観
を

表
現
。
下
半
分
に
は
、
四
季
折
々
の
草
花
や
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
に
ゃ
ん
次
郎
な
ど
、
多
彩
な
作
品
を

並
べ
て
、
見
る
人
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

展
示
を
通
し
て
、
メ
ン
バ
ー
一
同
、
改
め
て

水
切
り
絵
の
奥
深
い
魅
力
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

今
後
の
活
動
へ
の
新
た
な
意
欲
が
湧
い
て
き
ま

し
た
。
同
好
会
の
成
長
を
支
え
て
下
さ
る
藤
井

美
智
子
さ
ん
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

生
島

充
子

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
は
習
い
始
め
て
二
年
程
に
な

り
ま
す
。
そ
の
間
に
バ
ッ
グ
や
ポ
ー
チ
な
ど
を

手
掛
け
、
布
地
や
糸
、
針
の
選
び
を
順
に
習
っ

て
行
く
の
で
す
。
各
自
一
人
一
人
、
分
か
ら
な

い
所
が
別
々
な
の
で
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
先
生

も
声
を
張
り
上
げ
、
皆
に
聞
こ
え
る
よ
う
教
え

る
こ
と
が
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ひ
と
つ

作
品
が
出
来
上
が
れ
ば
確
認
。
こ
こ
が
良
い
ね

と
褒
め
て
頂
い
て
い
ま
す
。

そ
の
出
来
上
が
っ
た
作
品
を
、
今
回
ナ
ル
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
会
場
で
配
置
し
ま
し
た
。(

先
生

が
事
情
に
よ
り
ご
不
在
で
し
た
の
で
、
水
切
り

絵
の
先
生
に
配
置
の
お
手
伝
い
を
し
て
頂
き
ま

し
た)

。
私
達
の
作
品
作
り
も
大
変
だ
っ
た
け

ど
、
全
国
の
皆
様
の
作
品
も
い
っ
ぱ
い
会
場
で

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ー

ラ
ス
や
ど
じ
ょ
う
す
く
い
等
楽
し
い
舞
台
も
観

劇
で
き
て
、
と
て
も
良
い
催
し
だ
っ
た
と
皆
で

感
動
し
、
励
ま
し
合
い
ま
し
た
。

1999年11月15日 第３種郵便物認可

絵手紙同好会の展示

パッチワーク教室の展示

水きり絵同好会の展示

水
き
り
絵
同
好
会

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

第
一
回
ナ
ル
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
報
告

～
ナ
ル
ク
設
立
30
周
年
記
念
行
事
～

絵
手
紙
同
好
会

｢一筆に心を込めて

人と人を紡いでいます」

｢ムーミンの世界へ

ようこそ」

｢作品を作り

作品を見学」



祐
實

紀
代
子

ナ
ル
ク
設
立
30
周
年
の
記
念
行
事
と
し
て
開
催
さ
れ

た
第
１
回
ナ
ル
リ
ン
ピ
ッ
ク
第
二
日
目
、
11
月
16
日(

土)

の｢

繋
が
り
の
場｣
大
阪
城
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し
ま
し
た
。

各
地
か
ら
参
集
さ
れ
た
78
名
余
の
皆
様
と
共
に
、
７

班
に
分
か
れ
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら

大
阪
城
の
歴
史
を
聞
き
な
が
ら
、
５
班
で
御
一
緒
の
南

横
浜
、
東
大
阪
の
方
々
と
、
楽
し
く
３
㎞
程
を
散
策
し

ま
し
た
。
大
手
門
か
ら
入
り
、
石
垣
の
組
み
方
、
石
に

彫
ら
れ
た
各
藩
の
紋
所
を
確
認
し
つ
つ
、
当
時
の
築
城

技
術
に
感
心
し
き
り
で
し
た
。

千
貫
櫓
、
多
聞
櫓
、
大
手
見
付
石
、
二
の
丸
、
本
願

寺
跡
、
豊
国
神
社
、
桜
門
、
一
番
大
き
な
蛸
石
、
ガ
イ

ド
さ
ん
一
押
し
の
日
本
庭
園
か
ら
の
お
城
を
眺
め
、
天

守
閣
前
で
ガ
イ
ド
さ
ん
と
お
別
れ
し
ま
し
た
。

太
閤
さ
ん
に
よ
る
築
城
と
し
て
有
名
で
す
が
、
大
阪

夏
の
陣
で
落
城
、
徳
川
に
よ
る
大
阪
城
再
築
、
そ
の
後
、

落
雷
に
よ
り
天
守
閣
消
失
、
２
６
０
年
を
経
て
昭
和
初

期
に
市
民
の
寄
付
に
よ
り
、
三
代
目
天
守
閣
と
し
て
再

建
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
大
阪
の
誇
る
観
光
地
、

憩
い
の
場
、
周
辺
の
施
設
共
に
愛
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

大
勢
の
外
国
人
旅
行
者

に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
黄
色

く
色
付
き
始
め
た
イ
チ
ョ

ウ
に
癒
や
さ
れ
秋
を
楽
し

む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

と
共
に
、
ナ
ル
ク
の
行
事

に
参
加
し
て
多
く
の
方
達

と
短
い
時
間
で
し
た
が
、

交
流
出
来
ま
し
た
こ
と
感

謝
で
す
。

高
橋

正
明

よ
く
晴
れ
て
温
か
い
気
候
の
11
月
22
日(

金)

、
標
記

の
行
事
が
６
名
の
参
加
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
近
鉄
八

尾
駅
に
午
前
10
時
に
集
合
し
て
、
数
分
歩
い
て
常
光
寺

に
到
着
。
こ
の
寺
院
は
奈
良
時
代
に
創
建
さ
れ
、
南
北

朝
の
戦
乱
で
寺
が
焼
け
た
後
に
再
建
さ
れ
現
在
に
至
る

と
の
こ
と
で
、
三
門
や
本
堂
は
歴
史
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
河
内
音
頭
の
発
祥
地
で
も
あ
り
、
こ
こ
で
毎
年

盛
大
な
盆
踊
り
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
近
く
の
八
尾
天
満
宮
を
参
詣
し
て
、
八
尾
市
役

所
横
の｢

環
山
楼｣

に
行
き
ま
し
た
。
事
前
に
申
入
れ
を

し
て
い
た
の
で
、
係
の
方
に
開
錠
し
て
案
内
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
江
戸
中
期･

享
保
年
間
に
当
地
の
豪
商･

石

田
家
当
主
が
建
て
た
庶
民
の
た
め
の
私
塾
で
す
が
、
建

築
さ
れ
て
３
世
紀
近
く
経
つ
貴
重
な
歴
史
遺
産
で
す
。

次
い
で
向
か
い
の
八
尾
図
書
館
内
に
あ
る｢

今
東
光
資

料
館｣

へ
。
八
尾
市
内
で
天
台
宗
の
住
職
と
し
て
就
任
し

て
以
来
24
年
間
、
作
家
活
動
を
続
け
た
今
東
光
の
資
料

館
で
す
。
そ
の
素
顔･
生
涯･

書
籍･

交
友
人
物
等
に
関
す

る
種
々
の
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
特
に
映

画｢

悪
名｣

の
ポ
ス
タ
ー
に
懐
か
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。

た
だ
、
勝
新
太
郎
と
田
宮
二
郎
の
コ
ン
ビ
に
よ
る｢

悪
名｣

は
全
16
作
作
ら
れ
た
の
で
す
が
、
今
東
光
の
原
作
の
も

の
は
最
初
の
２
作
だ
け
で
、
後
は
全
て
他
の
脚
本
家
に

よ
る
作
品
だ
と
、
係
の
方
か
ら
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、｢

成
法
せ
せ
ら
ぎ
小
径｣

の
水
路
に
沿
っ
て

南
下
し
て
、
安
中
町
５
丁
目
公
園
に
到
着
。
そ
こ
で
一

休
み
し
て
、
皆
で
歓
談
し
な
が
ら
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。

食
後
は
、
数
分
歩
い
て｢

旧
植
田
家
住
宅｣

を
訪
れ
ま

し
た
。
こ
こ
は
、
大
和
川
の
付
替
え
に
よ
っ
て
開
発
さ

れ
た｢

安
中
新
田｣

の
会
所
を
継
承
し
た
も
の
で
、
主
屋
・

土
蔵
は
江
戸
時
代
後
期
の
も

の
で
、
特
に
土
間
は
会
所
当

時
の
姿
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
植
田
家
所
蔵
の
民
具･

古
文
書･

書
画･

工
芸
品
等
が

展
示
さ
れ
て
い
て
、
じ
っ
く

り
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

最
後
に
、
10
数
分
歩
い
て｢

大
聖
勝
軍
寺｣

を
訪
れ
ま

し
た
。
聖
徳
太
子
が
物
部
守
屋
と
の
戦
い
に
勝
利
し
て

建
て
た
寺
院
で
、
境
内
に
は
聖
徳
太
子
像･

四
天
王
像･

太
子
堂･

毘
沙
門
堂･

平
和
塔
な
ど
見
ど
こ
ろ
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
久
宝
寺
駅
ま
で
歩
い
て
、
JR
で
天
王
寺
駅

に
15
時
40
分
に
帰
着
し
、
無
事
解
散
。
今
回
も
世
話
役

の
藤
田
さ
ん
の
お
陰
で
、
充
実
し
た
秋
の
一
日
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

事
務
所
で
以
前
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
不

要
と
な
っ
た
の
で
、
希
望
者
に
差
上
げ
ま
す
。
軽
量
・

小
型
・
黒
色
の
電
気
ス
ト
ー
ブ
で
す
。

高
さ
35
㎝
・
横
幅
28
㎝
・
奥
行
16
㎝
、
１
３
０
０
W

希
望
者
は
、
12
月
20
日(

金)

ま
で

に
事
務
所
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

（
複
数
の
場
合
は
抽
選
）（

事
務
局
）

大
阪
城
ウ
ォ
ー
ク

天守閣を背に全員で記念撮影

秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ

～
八
尾
市
内
の
史
跡
を
巡
っ
て
～

旧 植 田 家 住 宅

ゆ
ず
り
ゆ
ず
ら
れ
コ
ー
ナ
ー

～

暖

房

器

具

～



浄
る
り
の
『
本
朝
廿
四
孝(

ほ
ん

ち
ょ
う
に
じ
ゅ
う
し
こ
う)

』
の
う
ち
、

よ
く
知
ら
れ
て
い
る｢
十
種
香｣

の

段
は｢

霜
月
廿
日(

し
も
づ
き
は
つ
か)｣

の
出
来
ご
と
と
し
て
書
か
れ
て
い

る
。
陰
暦
だ
か
ら
、
き
ょ
う
十
二

月
十
二
日
に
あ
た
る
。

上
杉
謙
信
が
武
田
勝
頼
を
塩
尻
に
使
者
と
し
て
出
発
さ

せ
た
後
、
こ
れ
に
追
手
を
か
け
殺
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
八

重
垣
姫(

や
え
が
き
ひ
め)

は
こ
の
危
急
を
知
ら
せ
た
い
と
思

う
が
、
あ
い
に
く
諏
訪
湖
に
は
氷
が
張
り
つ
め
て
い
て
船

が
通
れ
ず
、
ま
わ
り
道
を
し
て
い
て
は
間
に
合
い
そ
う
に

な
い
。
そ
こ
で
、
諏
訪
明
神
か
ら
武
田
家
に
賜
っ
た
法
性

(

ほ
っ
し
ょ
う)

の
カ
ブ
ト
を
取
っ
て
祈
る
と
白
狐(

び
ゃ
っ
こ)

が
あ
ら
わ
れ
て
導
く
。｢

オ
オ
そ
れ
よ
、
思
ひ
出
し
た
り
。

湖
に
氷
張
り
詰
め
れ
ば
渡
り
初(

ぞ)

め
す
る
神
の
狐
。
そ

の
足
跡
を
し
る
べ
に
て
、
心
易(

や
す)

う
行
き
か
ふ
人
馬･

･･
･･

」
と
勇
ん
で
追
い
か
け
て
行
く
。

諏
訪
湖
で
は
、
厳
寒
時
の
夜
半
、
湖
を
二
分
す
る
よ
う

に
氷
に
割
れ
目
が
で
き
、
そ
れ
に
沿
っ
て
氷
が
盛
り
上
が

る
。
こ
れ
を
上
社(

か
み
や
し
ろ)

か

ら
下
社(

し
も
や
し
ろ)

へ
神
が
渡
る

道
で
あ
る
と
い
っ
て｢

御
神
渡
り｣

と

呼
ん
で
い
る
が
、
こ
の
自
然
現
象
を

「
本
朝
二
十
四
孝
」
の
重
要
な
モ
チ
ー

フ
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

健
康
情
報
シ
リ
ー
ズ

「
冬
季
う
つ
」

[

健
康
管
理]

～

寒
い
季
節
の
う
つ
症
状

光
に
当
た
っ
て
対
策
を

～

寒
い
季
節
に
発
症
す
る
う
つ
の
中
に
は
、
通
常
の

う
つ
と
は
異
な
る｢

冬
季
う
つ｣

が
あ
り
ま
す
。

特
徴
と
し
て
は
、
気
分
が
落
ち
込
む
だ
け
で
な
く
、

甘
い
物
や
炭
水
化
物
を
食
べ
過
ぎ

る
、
日
中
に
眠
気
が
続
く
な
ど
の

症
状
が
あ
り
ま
す
。
日
照
時
間
が

短
く
な
る
こ
と
と
関
連
し
て
い
る

と
い
わ
れ
、
太
陽
の
光
に
当
た
る

と
改
善
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
る
べ
く
外
出
し
て
散
歩
な
ど
を
す
る
よ
う
に
し
、

で
き
な
い
と
き
も
窓
辺
で
日
光
に
当
た
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
家
の
中
で
も
間
接
照
明
は
避
け
、
明
る

め
の
蛍
光
灯
に
す
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。
春
に
な

る
と
回
復
す
る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
再
発
も
あ
る

た
め
心
当
た
り
が
あ
れ
ば
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

[

食
生
活]

～

冬
の
気
分
の
落
ち
込
み
に

ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン･

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を

～

気
分
が
落
ち
込
む
と
き
は
、
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を

見
直
し
ま
し
ょ
う
。
肉･

魚･

豆
腐
な
ど
の
た
ん
ぱ
く

質
と
野
菜
を
し
っ
か
り
と
り
、
炭
水
化
物
や
甘
い
物

の
食
べ
過
ぎ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
日
光
を
浴
び
る
時
間
が
少
な
い
こ
と
で
気

分
を
安
定
さ
せ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン
が
不
足
す
る
た
め
、

セ
ロ
ト
ニ
ン
の
原
料
と
な
る
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
の
摂

取
も
重
要
で
す
。
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
は
肉
や
魚
の
ほ

か
に
、
豆
腐･

納
豆･

バ
ナ
ナ･

牛
乳･

チ
ー
ズ
に
も
豊

富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
大
豆
や
ひ
じ
き
な
ど
に
含

ま
れ
る
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
も
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
生
成
に
関

わ
る
の
で
し
っ
か
り
と
り
ま
し
ょ
う
。

[

始
め
よ
う
！
健
康
ア
ッ
プ
習
慣]

～

寒
い
と
き
は
ま
ず
首
を
温
め
よ
う

～

首
に
は
太
い
血
管
や
神
経
が
集
中
し
て
い
る
た
め
、

冷
え
る
と
不
調
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ハ
イ
ネ
ッ
ク
の
服
や
マ
フ
ラ
ー
を
着
用
し
、
冷
や

さ
な
い
工
夫
を
。
寒
い
日
は
帰
宅
後
す
ぐ
に
ホ
ッ
ト

タ
オ
ル
を
首
の
後
ろ
に
当
て
る
と
、
血
行
が
回
復
し

全
身
が
温
ま
り
ま
す
。

（
「
家
庭
の
健
康
管
理
カ
レ
ン
ダ
ー
」
よ
り

）

こ
と
ば
の
歳
時
記

金
田
一
春
彦

十
二
月

～

御
神
渡
り

～

お

み

わ

た

水きり絵（藤井 美智子）

八重垣姫像･・諏 訪 湖

御 神 渡 り ・諏 訪 湖



○

三
日
路
ふ
れ
あ
い
寄
席

日
時
：
12
月
８
日(

日)

13
時
半
～

場
所
：
西
成
区
民
セ
ン
タ
ー
、
２
階

(

最
寄
駅
は
大
阪
メ
ト
ロ
四
つ
橋
線｢

岸
里
駅｣

、

南
海
電
鉄･

地
下
鉄
堺
筋
線｢

天
下
茶
屋
駅｣

）

※
会
員
の
松
澤
正
勝
氏
主
催
演
芸
会(

入
場
無
料)

○

新
春
懇
親
会

都
心
の
隠
れ
家
の
様
な
静
寂
な
中
で
、
目
に
、
舌
に

心
豊
か
な
時
間
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
：
１
月
19
日(

日)

12
時
～
14
時(

受
付
11
時
半
～)

会
場
：｢

日
本
料
理

桂｣

大
阪
市
北
区
堂
島
１
丁
目
５ｰ

25

ホ
テ
ル
エ
ル
セ
ラ
ー
ン
大
阪

６
階

電
話
０
６-

６
３
４
７-

１
１
１
０

交
通
：
JR
東
西
線｢

北
新
地
駅｣

よ
り
徒
歩
５
分

JR｢

大
阪
駅｣

よ
り
徒
歩
10
分

大
阪
メ
ト
ロ
四
つ
橋
線｢

西
梅
田
駅｣

よ
り
徒
歩
５
分

大
阪
メ
ト
ロ
谷
町
線｢

東
梅
田
駅｣

よ
り
徒
歩
８
分

会
費
：
４
０
０
０
円

申
込
：
12
月
26
日(

木)

迄
に
、
事
務
所
ま
で

■

健
康
麻
雀
初
級

教
室

日
時
：
12
月
７
日(

土)

12
月
28
日(

土)

１
月
４
日(

土)

13
時
半
～
16
時
半

■

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

教
室

12
月
か
ら
当
分
の
間
、
教
室
を
お
休
み
し
ま
す
。

■

ス
マ
ホ
教
室

日
時
：
12
月
14
日(

土)

13
時
半
～
15
時
半

■

い
き
い
き
体
操
教
室

日
時
：
12
月
18
日(

水)

13
時
半
～
14
時
半

□

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

同
好
会

日
時
：
12
月
７
日(

土)

12
月
21
日(

土)

１
月
４
日(

土)

13
時
～
17
時

□

水
き
り
絵

同
好
会

日
時
：
12
月
12
日(

木)

11
時
～
15
時

□

絵
手
紙

同
好
会

日
時
：
12
月
16
日(

月)

11
時
～
15
時

□

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

日
時
：
12
月
17
日(

火)

12
時
～
17
時

場
所
：
ジ
ャ
ン
カ
ラ
上
本
町
駅
前
店

※
年
末
に
つ
き

第
3
火
曜
日
、
12
時
か
ら
の
開
催
で
す
。

◎ 時間預託提供活動

時 間 ６７時間

提供者 １１人

◎ 奉仕活動

時 間 ５３５時間

提供者 ５０人

◎ 会員数

入 会 １世帯１人

退 会 １世帯１人

◎ 月末会員数

１９３世帯

２４８人

教
室･

同
好
会

ご
案
内

俳

句

絵手紙（長尾 康子）

ま
わ
り
無
視
ど
っ
ぷ
り
つ
か
り
ス
マ
ホ
顔

タ

カ

シ

流
れ
く
る
も
の
に
ほ
ぐ
る
る
鴨
の
陣

齋
藤
富
美
代

青

蜜

柑

面

会

時

間

か

く

短

か
須

見

敏

江

鶫

来

る

窓

に

八

時

を

鳴

る

時

計

つ
ぐ
み

森

下

和

子

10月度会員動向

催
事

ご
案
内

川

柳

★

運
営
委
員
会

日
時
：12
月
14
日
（
土
）
10
時
～
12
時

場
所
：
拠
点
事
務
所

★

会
報
発
送
作
業

１
月
号
の
発
送
作
業
は
、
１
月
６
日
（
月
）
13
時
半
か

ら
拠
点
事
務
所
で
行
い
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

★

拠
点
事
務
所
か
ら

年
末
年
始
の
休
み
は
、
12
月
27
日(

金)

～
1
月
5
日
（日
）。

新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
感
染
対
策
の
為
、
事
務
所

の
執
務
時
間
は
、
平
日
の
11
時
～
15
時
と
し
ま
す
。

T
E
L

／
F
A
X(

０
６)

６
７
１
０-

４
５
２

２

お

知

ら

せ

お
と
ん
ぼ
は
古
着
ば
か
り
で
お
か
ん
む
り

パ
ナ
コ
ラ
ン

※カラオケ以外の教室・同好会は

全て拠点事務所での開催です。


